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要 旨

（簡 潔 に）

建築物等の解体等工事における石綿飛散防止対策の強化を目的として

大気汚染防止法が改正され、一定規模以上の解体等工事において元請業

者等は石綿の有無を調査し、その事前調査結果を電子システムで報告す

る制度が令和４年４月１日に施行となった。

電子システムにおける確認事務では、当センター独自で工夫し、受付

事務の効率化のために確認用シートを作成するとともに、受付確認にお

ける事業者指導をメール連絡に変更した結果、事務処理時間が大幅に削

減した。

報告制度開始から１年が経過した時点での報告件数は、当初の予想件

数と比べて低調となっていた。そのため、未報告者を把握するために石

綿事前調査結果報告と対象規模が共通する建設リサイクル法の届出台帳

との突合を令和５年度から開始した。

突合作業により、未報告者の把握方法を構築したことに加え、石綿事

前調査結果の報告率向上に一定の成果が認められたので、その取組を報

告する。


